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カメラマンでこの映画の監督でもある大津幸四郎さんと僕と、2 人で 2012 年








ント「世界先住民映画祭」をプロデュース。翌 1994 年には映画館「BOX 東中野」を立ち上げ、
2003 年 3 月まで精力的な企画上映活動を展開した。現在、スコブル工房代表。
──ロバート・リケット（Robert Ricketts）
1944 年アメリカ生まれ。カナダ・ケベック州のモントリオール大学の民族学研究科博士課程満期退学

















































































リケット：僕は学生時代に日本に 3 回ぐらい来ています。3 回目は 1980 年でした
が、その目的は、成田（三里塚）空港建設の反対運動を研究するためだったんで



























した。しかし、第二次代執行は、9 月 16 日に三里塚の東峰����十字路近辺で農民・支
援者と警察権力との間に激烈な衝突が生じて、機動隊員 3 名が死亡し、農家のお
ばあさん 1 人が暴力的に立ち退かされ、1 人の若い農民が自死するという悲惨な
状態に終わりました。
僕が三里塚を訪れた 1980 年には、反対運動の出発からもう 14 年の歳月が流




































































































































空港問題シンポジウム」とその続きの「同円卓会議」が 3 年かけて 1991 年〜94





















































































































































『潮』1987 年 5 月、p. 336。



































































































































































































































































なかったのにもかかわらず、お金と力だけのゴリ押しで 2002 年に第 2 の（平行）滑走路を共用し、




































































































































































しています。さらに、第 3 滑走路計画が出てきたり、LCC の参入をさらに拡大
するために、夜間飛行時間緩和を図っています。このように、三里塚にとっては、
一貫して闘わなければいけない条件が絶えたことはありません。そのことを強く
訴えたいと思います。
── 最後に一言
道場：ありがとうございました。予定した時間を過ぎていますので、最後に登壇
者のお二人に一言ずつお願いします。
代島：どうも今日はありがとうございました。この映画をつくるにあたって、い
086 ── 和光大学総合文化研究所年報『東西南北2016』
ちばん最初に三里塚の今を案内してくれたのが、波多野ゆき枝さんであり、石毛
博道さんでした。
というのは、今、これを伝えたいという思いを強く持ってる人たちなんですね。
ですので、波多野さんから「石毛さんの心情をもうちょっと描ききれなかったの
か」という一言がありましたけれども、それは、いろいろと編集で努力をしてみ
たんですが、結局そこまで踏み込めなかった。島さんが政府と和解交渉をして決
裂したみたいなところまで歴史はさかのぼるんですけれども、また現在の移転し
た人たちのところを訪ねて行ってるんですが、なかなかそのあとというところま
で行けなかった。だから、波多野さんがおっしゃるように、そこが弱いのかもし
れないという感じはしますけれども、でも、その歴史を描くことよりは、心情を
描きたかったので。
この映画の全体の構成というのは、別に時間軸に沿って進行する筋とか主人公
とか、ではなくて、なおかつナレーションもないので、説明不足のところもあり
ます。こういうパンフレットをつくりました。このパンフレットにはこの映画の
シナリオが完全採録されておりまして、劇映画のシナリオのように読めるように
なっています。そのほかにも、島寛征さんと大津さんとの対談などが入っており
ますので、この映画の補足として手掛かりになると思います。今日は、ありがと
うございました。
リケット：代島さん、今日は本当にありがとうございました。この映画のおかげ
で三里塚をもう一度考える勇気が湧いてきました。改めて感謝の意を表わしたい
と思います。
柳川さんの視点ですけれども、最後に一言だけ。「農民」と「支援」との間に固
い一線が引かれているように見えますが、その境界線はもしかしてもっと曖昧で
緩いものだったかもしれないとあらためて思いました。いろんな人間が、それぞ
れの考えと希望をもって三里塚に心を寄せ、自らの生き方を確かめながら、社会
の民主化を進めていこうとか、乱開発と権力の濫用の被害者の視点に立って歪ん
だ政治体制を立て直すとか、さまざまな動機がせめぎあう中で、現地で意外な出
会いと体験を得て学んできました。映画のなかで、「その人たちの思いも大事だ」
と、柳川さんが言っているのは重要だと思います。
結局、柳川さんが言う「魂の問題」の解決は、「農民」「支援者」を問わずに、
個々の人が、悲しみ、辛さ、憎しみも含めてその体験から何を学び、それを今後
の人生にどのように生かしていくかというところにあるんじゃないかと思いまし
た。
道場：ありがとうございました。（拍手）
シンポジウム：市民的不服従と現代 ── 087
